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論　　文　　の　　要　　旨
　競争する生物種のニッチ（生態的地位）の重複度と種聞競争の強さまたは競争系の安定性との関連
は，理論生態学の重要な研究問題の一つである。本論文は，寄生蜂を用いた室内実験およびシミュ
レーション・モデルにより，生態学的時聞幅内でのニッチの変化（拡大，移動，分割）の可能性を実
証し，またその変化が種聞競争系の動態に及ぼす効果について論じたものであり，7章から成る。
　MacArthurらに代表される現在のニッチ理論では，競争する種のニッチを資源軸上の固定した
資源利用曲線で表し，2種の生物の資源利用様式の重複度が大きいほど種聞競争が強いと仮定して
いる。しかし最近の野外調査では，資源利用様式の重複度は必ずしも種間競争の強さと比例せず，
またニッチは生態学時間幅内でも変化するということを示唆する結果が得られている（1章）。本研
究はこのことを実験的解析によって実証し，数理モデル化によって検討した最初の試みである。
　ニッチの変化の実験的解析（2，3，4章）：実験材料として，寄生アズキゾウムシに寄生する2
種の単寄生蜂（ル｛80炊舳α肋∫6α1α〃例αθと肋㈹洲㈱仰oSo切伽）を用い，アズキゾウムシの食べる
豆の種類，寄主の密度，寄主の豆内での分布様式を組合わせ，6つの資源条件を設定した。各資源
条件において，4つの発育段階（3令幼虫，4令前期幼虫，4令後期幼虫，蠣期）にある寄主を4っ
割シャーレの各区画に入れ，1種または2種の寄生蜂を密度を変えて導入し，無競争条件および競
争条件下で蜂がどの発育段階の寄生を利用するかを調べた。その結果，いずれの資源条件下におい
ても，種内競争の強い時に資源利用様式（蜂の利用する寄主発育段階）の拡大が見られた。また2つ
の資源条件下で，種間競争の強い時に両種の蜂の資源利用様式の移動・分割が生じ，重複度が減少
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した。この結果，種内・種間競争によって，ユ世代内の時聞幅においてもニッチが変化し得ること
が実験的に確かめられた。
　累代競争実験系での個体群動態（5章）：2種の蜂を上記の資源条件で種聞競争させながら累代飼
育して，個体数の変動を調べた結果，種聞競争条件下でニッチの移動・分割の見られた2つの資源
条件のうちのユつで，両種の蜂は長期に亘って安定的に共存した。この結果から，現在のニッチ理
論が問題としている資源利用様式の重複度以外に，1）ニッチが生態学的時間幅内で変化し得ること，
2）資源の選好性の順位が競争種間で異なること（特に最善の資源タイプは共通でも次善の資源タイ
プが両種で異なること）が競争的共存の条件として重要であることの実験的予測を得た。
　シミュレーション・モデルによる解析（6章）：“生物は純エネルギー獲得率（Gain／Cost比）を
最大化する方向に進化してきた”という最適摂食理論の考え方に基づいて，実験に供した両種の蜂
の資源利用様式を数理モデル化し，シミュレーション実験を行ったところ，前述の実験的予測が支
持される結果を得た。また，このモデルにより，生態学的時聞幅内でのニッチの可変性は，従来の
ニッチ理論が仮定した固定したニッチよりも，2種共存の可能性を高めることも示された。
　以上の結果に基づき総合考察（7章）では，現在のニッチ理論に不備のあることを指摘し，ニッチ
概念を現在の固定的なものから動的なものへと転換する必要のあることを論じている。
審　　査　　の　　要　　旨
　生態学においてニッチの概念が提唱されて久しいが，ニッチ概念を生物の資源利用様式に基づい
て定量的に扱うようになったのはここ10年前後のことである。これにより，ニッチ理論は飛躍的発
展を見たが，厳密に制御された実験条件下での研究は皆無に近かった。本研究は，著者らが考案し
た実験生態系を用い，競争圧によりニッチが変化し得ることを実験的に確かめ，現在のニッチ理論
の不備を実証的に指摘した点で画期的なものである。また本研究での実験的予測は，今後自然界に
おいてその証明のための研究を必要とさせるほど，重要なものである。この業績は生態学，特に理
論生態学の今後の発展に寄与するものとして高く評価される。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものとみとめる。
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